
※この報告書の〈 受講者の声〉までが、なごや環境大学のウェブサイト上に掲載されます。

講座番号 B39 講座名

記載日 2023/10/8 団体名・企業名

〈 受講者の声(実感した反応及びｱﾝｹｰﾄより) 〉(3～5点、計350字程度)
・「想像もしていなかった・考えてもいなかった」。けれども、体験した後で、教えてもらった。
だから「あー、そうなんだ!と、腹に落ちた」。だから楽しかった。
・最初は「こんなお祖母ちゃんが、わかるかな?」と思っていた。でも、やってみたら、わかりや
すかった。
・世代の違う人から、目を輝かせて、私のアイデアに関し、いいね、と賞賛された。だから楽しく
なった。
・ファシリテーションについて、だんだん、わかってきた。

写真を添付してください
写真１

写真を添付してください
写真２

※写真１の説明 ※写真２の説明

２３年１０月８日、名東区のはなまる教室で、講座を開催しました。　ファシリテーションはこん
な構成にしました。　ゲームを体験して頂いた後に、SDGsについてクイズを出して、回答を考え
て頂き、その後に自由に発言して頂きました。　真綿を使ったミサンガ作りに関しても、作り方を
意見交換し、その後に制作。　そして最後に森林伐採によって引き起こされる災害について、動画
をご覧頂き、意見交換しました。　こんな流れがこの写真のようなお客様の笑顔に繋がります。
ファシリテーションは、お足元が悪いお客様であっても、若い方であっても、協働して助け合って
楽しめます。　こんな講座を是非、あなたもご体験ください。

事業実績報告書
自然の叡智を学んで、未来はみんなで共創しよう。

めいとうSDGs体験会
〈講座全体の概要〉(300字程度)
森林伐採によって引き起こされる自然破壊について、動画を使って学んだのち、感じたことを意見
交換しました。また蚕の副産物である繭真綿を使ってミサンガを作って頂きました。ゲームに関し
ては、自分だけが豊かになろうとすると、資源の過剰消費に繋がり次世代の営みに悪影響をもたら
す。このことに関しゲームを体験することで、相談することと、シェアすることの大切さを体感し
て頂きました。写真は添付しておりませんが、本物のハーブの苗を使った香りと試飲のの授業で
は、名古屋の緑化について情報を動画にまとめた後、皆様に視聴して頂き、その後、ご自身ができ
る環境保全について、対話して頂きました。

〈 企画・運営者の声 (感想) 〉(350字程度)

資源を残すために、意見を出し合いゲーム
を進行。意見を賞賛されると嬉しい。

繭から採取された真綿を使って、ミサンガを
作る。参加者同士が教え合って協働します。
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